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診断試薬 精度管理 RX SERIES

Randoxとは？

Randoxは、診断薬業界で40年以上の経験を持つ国際的な診断薬会社です。診断試薬、精度管理、外部
精度評価（EQA）、臨床化学分析装置RXシリーズを含む広範な製品ポートフォリオは、高品質な製品と
して国際的に知られています。
Randoxは、コンパニオンアニマル、農業・畜産業、大学・研究機関、スポーツ産業など、様々な動物分野で
診断の専門知識を応用しています。

•	 	グルタチオンペルオキシダ
ーゼやD-3ヒドロキシ酪酸
など、獣医業界特有の100
以上の臨床アッセイ

•	 弊社ヒト用アッセイと同じ
高品質の素材で作られてい
るため、正確で精密な結果
が取得可能

•	 多くの異なる生物種での使
用が科学的に証明済み

•	 幅広い動物種に適した測
定範囲

•	 血清、血漿、全血を含む様
々なサンプルタイプでの使
用が可能

•	 手動、半自動、自動化学分
析装置での使用が可能

•	 Randox	は、正確で高い
信頼性結果を保証する
ために、最先端の	QC	材
料を供給

•	 独立した公平なパフォー
マンス評価を提供する第
三者管理

•	 Acusera24・7研究室間
データ管理プログラムと
RIQAS	EQAスキームによ
り、トータル精度管理ソリ
ューションを提供

•	 選択の幅を広げる半自動
分析装置と自動分析装置
の臨床化学分析装置をご
用意

•	 小型の分析装置と卓上型ソ
リューションの提供により、
あらゆる形や規模の検査室
に対応可能

•	 専門家にとって使いやすい
直感的なソフトウェア

•	 幅広い動物種に合わせてパ
ラメータ設定をカスタマイ
ズする機能	により研究室の
効率が向上

Randoxとは
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動物用試薬の A ～ Z 
ポートフォリオ

アラニンアミノトランスフェラーゼ	(ALT)
アルブミン
アルドラーゼ
アルカリホスファターゼ
アンモニア
アミラーゼ
アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ	(AST)
胆汁酸
直接ビリルビン
総ビリルビン
コレステロール(総)
コレステロール	(HDL)
コレステロール（LDL）
コリンエステラーゼ
CK-NAC
CO2Total
銅
クレアチニン
CRP(犬)
D-3-ヒドロキシ酪酸	(Ranbut)
フェリチン
フルクトサミン
γ-GT
GLDH

グルコース
グルタチオンペルオキシダーゼ（Ransel）
グルタチオン還元酵素
鉄
乳酸塩
乳酸脱水素酵素
リパーゼ
マグネシウム
微量アルブミン
NEFA
リン
カリウム
血清アミロイドA
ナトリウム
スーパーオキシドジスムターゼ	(Ransod)
総抗酸化ステータス	(TAS)
総鉄結合能	(TIBC)
総蛋白
トリグリセリド
尿素
尿酸
尿タンパク
亜鉛
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胆汁酸とは何か？

胆汁酸は肝臓で作られ	、胆のうに貯蔵され
る化合物です。胆汁酸は食物、特に脂肪の
消化を助けます。胆汁酸の血中濃度が高く
なると、消化後の肝臓での再吸収がうまくい
かず、肝細胞がうまく機能していないことを
示します。胆汁酸は、ビリルビンやアルブミン
といった一般的に用いられるテストよりも、
はるかに高感度で特異的な肝機能の指標
となります。これは、ビリルビンやアルブミン
の値が、肝機能が正常値に戻るよりもはる
かに先に正常値に戻るためです。	

なぜ胆汁酸を測定するのか？	

Randoxの胆汁酸検査は、肝機能の問題を
迅速に発見し、早期治療を可能にし、不可
逆的な損傷が起こる前に肝臓の再生を可
能にします。さらに、この検査は、例えば、犬
猫の治療によく使われる抗てんかん薬のフ
ェノバルビタールなど、一部処方薬の副作
用である薬剤性肝障害のモニタリングにも
使用できます。

Randox 第5世代胆汁酸測定法

•	 酵素比色法により、溶血検体や脂肪血	
	 症検体からの干渉の影響を低減しなが	
	 ら、感度と精度を向上
•	 幅広い生物種に対して感度と安定性が	
	 向上
•	 	血清および血漿検体での使用に適格
•	 便利で使いやすい、即時使用可能な液	
	 体試薬
•	 3.20～188µmol/lの広い測定範囲
•	 	2～8℃で保存すると、有効期限まで安定
した製品状態を維持

•	 コントロールとキャリブレータが利用可	
	 能

胆汁酸

注文情報:	17ページを参照
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犬用CRPとは？

CRP（C反応性蛋白）は、組織傷害、感染、
その他の炎症に反応して肝臓で産生され
る急性期蛋白です。動物では、このような
事象が起こってから4～6時間以内に血清
中濃度が上昇するため、CRPは他の急性
期反応物質よりもはるかに早い段階で指
標となります。Randox犬CRPは、厳密な
試験により、イヌへの使用が有効である
ことが確認されており、日常臨床におけ
る有用性と信頼性が科学的に証明され
ています。

なぜ犬のCRPを測定するのか？

犬のCRPは炎症が疑われる場合に使用
され、炎症の度合いを判定することがで
きます。徴候や症状の身体検査と組み合
わせて、急性炎症状態を判定したり、免
疫介在性疾患の再発や慢性炎症性疾患
の再発を検出したりするために使用でき
ます。CRP	レベルの上昇はさまざまな状
況で観察されます。犬の	CRP	は、病気や
治療の有効性をモニターするためにも使
用できます。	

Randox犬用CRP

•	 免疫比濁法
•	 	2～+8℃で保存した場合、使用期限ま
で安定した状態を確保できる即時使用
可能な液体試薬

•	 8～200mg/L	の広範囲な測定範囲	
•	 	健康な犬のCRPは35mg/L以下でも検
出されるため、Randox	犬CRPは異常
値を容易に検出可能

•	 	さらに、広い測定範囲ため、さまざま
な犬種における正常範囲のわずかな
変動が許容され、正確な結果が保証さ
れます。

•	 キャリブレータはキットに付属しており
•	 ELISA	法と比較した場合、パフォーマン
スに大きな違いはありません**

犬CRP
(CCRP)

注文情報:	17ページを参照
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D-3 ヒドロ
キシ酪酸  

(RANBUT)
D-3 ヒドロキシ酪酸とは何か？

D-3ヒドロキシ酪酸は、肝臓で脂肪酸がエ
ネルギーとして代謝される際に生成され
る血中の主要なケトン体です。ケトン体の
濃度が上昇することをケトーシスといい、
エネルギー摂取が不十分でエネルギーバ
ランスが崩れ、炭水化物から脂肪代謝に
切り替わるときに起こります。ケトーシス
は毒性があり、腎臓や肝臓にダメージを
与えます。ケトーシス中は、D-3ヒドロキシ
酪酸のレベルが他のケトン類（アセトン、ア
セト酢酸）よりも高くなるため、ケトーシス
の最も敏感なマーカーとなります。

なぜD-3ヒドロキシ酪酸（RANBUT）
を測定するのか？

多くの動物は、授乳期、妊娠期、出産期に
高いエネルギーを要求される結果、ケトー
シスのリスクが高まります。関連する合併
症として、栄養不足と深刻なエネルギー不
足により引き起こされる代謝性疾患の雌
羊妊娠中毒症（双子羊病）でも観察されま
す。子ヒツジを	2	頭以上産んでいる雌ヒツ
ジ、または太りすぎの雌ヒツジに多くみら
れます。ケトーシスは乳量にも悪影響を及
ぼします。乳量の減少は、泌乳初期の代謝
ストレスが原因となって起こります。これ
は酪農牛群でよくみられます。

Randox D-3 ヒドロキシ酪酸

•	 酵素法
•	 液体および凍結乾燥オプションが使	
	 用可能
•	 	血清や血漿などの適切な種類のサン
プルで使用

•	 0.1	～	5.75	mmol/l	の広い測定範囲
•	 	+2～+8°C環境下で7日間の再構成安
定性

•	 手動装置用キットに標準物質付属
•	 自動装置で利用可能な血清とキャリ	
	 ブレータ
•	 コントロール利用可能
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グルタチオンペルオキシダーゼ
(RANSEL)とは何か？

グルタチオンペルオキシダーゼは、フリー
ラジカルから身体を守る抗酸化酵素です。
これには、グルタチオンペルオキシダーゼ
などのセレン含有タンパク質が正しく機
能するために不可欠で重要な微量元素で
あるセレンが含まれています。Randoxの
RANSEL検査は、グルタチオンペルオキシ
ダーゼ活性度を測定し、セレン欠乏症を機
能的に判定するために使用されます。	
セレン濃度が低いからといって、必ずしも
動物がセレン欠乏症であるとは限らない
ため、セレン濃度を直接測定するよりも正
確な判定ができると考えられています。

なぜグルタチオンペルオキシダーゼ
(RANSEL)を測定するのか？

セレンは、抗酸化、免疫、筋骨格系を最適
に機能させるに不可欠です。セレンの欠乏
は、動物の健康に有害な影響を及ぼす可
能性があります。免疫系を弱め、生殖能力
を低下させ、流産、死産、胎児吸収、難産、
乳汁分泌の減少を引き起こし、胎盤残留や
幼若期のセレン欠乏症などといった出産
後の合併症を引き起こす可能性がありま
す。セレンの欠乏は、ヤギ、羊、牛に最も一
般的に見られる白筋疾患を引き起こす可
能性もあります。

RANDOX GLUTATHIONE 
PEROXIDASE

•	 酵素法
•	 凍結乾燥試薬により安定性が向上
•	 	高感度で正確なグルタチオンペルオ
キシダーゼ測定を可能にする酵素法

•	 75	～	925	U/l	の広い測定範囲
•	 コントロールとキャリブレーターが利	
	 用可能

グルタチオンペル
オキシダーゼ 
(RANSEL)
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NEFA

NEFAとは何か？

非エステル化脂肪酸（NEFA）は、体内のトリグリセリド（
脂肪）の主要成分であり、トリグリセリドがエネルギーと
して分解される際に放出されます。トリグリセリドは、食
事からの摂取量がエネルギー需要を満たすのに十分
でない場合に、体内でエネルギーとして利用されます。
このような体内消費量と栄養摂取量の不均衡は、負の
エネルギー収支と呼ばれています。NEFA値の上昇は負
のエネルギーバランスを示します。
なぜNEFAを測定するのか？

エネルギーバランスがマイナスになると、時間が経つに
つれて体に悪影響を及ぼし、肝臓に脂肪が蓄積して機
能が低下する「肝リピドーシス」などの症状を引き起こ
すことがあります。牛、ヤギ、羊、馬など多くの動物が影
響を受けますが、最も影響を受けやすいのは猫です。猫
の体は大量の脂肪をエネルギーに変換できないため、
栄養不足のときに肝臓から放出される脂肪は効率的
な処理がされません。これは脂肪の蓄積につながり、肝
臓の重要な機能の実行を妨げます。ラマやアルパカも
また、エネルギーバランスがマイナスになると脂肪肝に
なりやすく、早期に気づいて治療しなければ、ほとんど
の場合死に至ります。
乳牛は、乳生産時に体へのエネルギー要求が高くなる
ため、エネルギーバランスがマイナスになりやすい傾向
があります。妊娠中の特に牛が泌乳の準備をする分娩
前後の期間は、エネルギー需要が増加します。副作用と
しては、不妊症、脂肪肝疾患、ケトーシスがあります。ケ
トーシスは腎臓や肝臓に毒性である可能性があり、妊
娠合併症、乳量減少、低血糖と関連しています。NEFA検
査は、負のエネルギー消費量を測定するために用いる
ことが可能です。	

RANDOX NEFA	

•	 	比色法
•	 	凍結乾燥試薬により安定性が向上
•	 	実用試薬は	+2	～	+8°C	環境下で	5	日間安定
•	 	0.072	～	2.24	mmol/l	の広い測定範囲
•	 	キットに標準物質付属
•	 	コントロールが利用可能
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スーパーオキシド ディスムターゼ
（RANSOD)とは何か？

スーパーオキシドジスムターゼ	(SOD)	は、
スーパーオキシドの酸素と過酸化水素へ
の分解を触媒する酵素です。スーパーオキ
シドは、代謝過程の副産物として生成され
る非常に反応性の高い化合物です。スーパ
ーオキシドは代謝プロセスの副産物とし
て生成される非常に反応性の高い化合物
で、体内で最も有毒で有害なフリーラジカ
ルの一つでもあります。これは、酸化ストレ
ス、細胞損傷、DNA	変異に関係しており、が
ん、CVD、肺、肝臓、腎臓の疾患、炎症状態（
関節炎など）、感染症、老化、神経障害など
の多くの状態に関連しています。SODはま
た、損傷した細胞の修復を助けることによ
って、スーパーオキシドによって引き起こさ
れる細胞損傷を軽減し、そのため抗炎症作
用も認められています。

なぜスーパーオキシド ディスムターゼ
（RANSOD)を測定するのか？

SODのレベルを測定することで、攻撃から
身体を守る能力とダメージを修復する能
力を判断することができます。これは激し
い運動の末、酸化ストレスのリスクが高ま
る持久力馬に特に関連します。SODのレ
ベルが不十分な場合、筋肉痛、硬直、さま
ざまな関節コンポーネントの劣化、筋力、
スタミナ、柔軟性の低下、さらに重篤な場
合には筋肉疾患を患う可能性があります。
治癒能力も影響を受ける可能性があるた
め、SODレベルを測定することで、トレーニ
ングレベルが身体の負担になっていないか
を知ることができます。さらに、SODレベル
が不十分な場合、競技会への往復の移動
中にさまざまな環境にさらされると、病気
にかかりやすくなる可能性があるります。

高レベルのフリーラジカル生成は、イヌの
アレルギー性皮膚炎や犬舐性肉芽腫のよ
うな慢性アレルギーや皮膚病にも関与し
ており、さらには、牛の肝不全、家畜の腸炎
や肺炎、乳牛の乳腺炎、猫の上気道炎など
の炎症性疾患や感染性疾患にもSODが有
効であることがわかっています

	RANDOX RANSOD	

•	 	比色法
•	 凍結乾燥試薬により安定性が向上
•	 	+2	～	+8°C	で保存した場合、有効試薬
は	10	日間安定

•	 キットに標準物質付属
•	 コントロールが利用可能

スーパーオ
キシド ディ
スムターゼ 
(RANSOD)
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トータル抗酸化ステータスとは何か？

トータル抗酸化ステータス（TAS）とは、体
内の総合的な抗酸化機能の評価を指し
ます。これは、体を循環する抗酸化物質の
総量を測定することで判明します。抗酸
化物質には、フリーラジカルの生成を抑
制するもの、フリーラジカルを破壊するも
の、細胞を修復するものなどがあります。
これらの成分のいずれかが減少すると、
体全体の抗酸化力が低下する可能性が
あります。

なぜTASを測定するのか？

トータル抗酸化ステータスの低下は体の
防御を阻害するため、がん、心臓病、関節
リウマチ、糖尿病、網膜症などのいくつか
の疾患状態に関与していると考えられて
います。TASを測定することで、このような
病気のリスクがある動物を特定すること
が可能です。特に関連があるのは競走馬
のモニタリングです。激しい運動の末、持
久力馬は酸化ストレスを受け、フリーラジ
カルを損傷し、その結果、筋肉細胞が損傷
したりすることがあります。これにより、筋
細胞の漏出や微小外傷が生じる可能性が
あります。すなわち、TASレベルを測定する
ことは、適切な回復時間を設定すること
に加えて、必要なトレーニングレベルを設
定するのに役立ちます。さらに、乳牛は妊
娠後期、出産、泌乳初期に酸化ストレスの
リスクが高まります。

トータル抗酸トータル抗酸
化ステータス化ステータス 
(TAS)

	これは「移行期」と呼ばれ、エネルギー要
求量が高く栄養要求量が増加するため、
迅速な代謝適応が必要となります。乳牛
は活性酸素の産生が増加し、酸化ストレ
スのリスクが高まるため、代謝性疾患のリ
スクが高まります。酸化ストレスによって
乳量が影響を受けるため、酪農家に経済
的な影響に加え、さらにはウシの健康状
態へも影響が及ぶ可能性があります。TAS	
検査は、移行期の健康状態改善に必要な
栄養素を評価するのに役立ちます。同様
に、妊娠中の繁殖牝馬は周産期に酸化ス
トレスの影響を受けやすいため、TAS検
査は繁殖牝馬のモニタリングにも使用で
きます。

RANDOX TAS	

•	 比色法
•	 キットに標準物質付属
•	 0.21	～	2.94	mmol/l	の広い測定範囲
•	 	凍結乾燥試薬により安定性が向上
•	 	実用試薬は	+2	～	+8°C環境下	で	2	日
間、または	+15	～	+25°C	環境下で	8	時
間安定

•	 コントロールが利用可能
•	 	ビーグル犬の基準範囲を確立するため
に使用される。さらに、広い測定範囲に
より、犬の非常に高いTASレベルと非
常に低いTASレベルの両方を測定可能
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その他の試薬

アラニン アミノトランフェラーゼ
（ALT）

アラニン	アミノトランスフェラーゼ	(ALT)	
は、主に肝臓の肝細胞に存在する酵素で
すが、腎臓、心臓、筋肉にも少量存在しま
す。肝細胞が損傷を受けると、ALTが血液
中に漏れ出し、血清ALT値が上昇します。
犬、猫、兎などの小動物では、ALTは肝臓
の酵素活性が高いため、肝障害の特異的
な指標となり、肝疾患有無を判断するた
めのさらなる検査の必要性を示すことが
あります。
	
RANDOX ALT
•	 UV	および比色法が利用可能
•	 液体試薬および凍結乾燥試薬が利用	
	 可能
•	 +2	～	+8°C	環境下で保存することで有	
	 効期限まで安定
•	 コントロールとキャリブレーターが利	
	 用可能

銅

銅は必須微量元素であり、多くの金属酵
素の構成成分です。動物の場合、銅は体、
骨、羊毛の成長に必要になります。銅の欠
乏は、牧草に十分な銅が含まれていない
一次的なものと、食事に含まれる銅のレ
ベルは十分であるものの、他の要因が銅
の摂取を妨げている二次的なものがあ
ります。

銅欠乏症は、以下の原因で動物に発生す
る可能性があります。

•	 	緑色飼料で長期間放牧する（乾燥飼料
中の方が銅を摂取しやすい）	

•	 	牧草の種類（	牧草はクローバーよりも
銅の含有量が少ない）	

•	 季節性	
•	 他要素の摂取量が多い

銅欠乏の臨床兆候には次のようなものが
あります。
 
•	 	牛の粗い毛皮または羊の鋼のような
羊毛	

•	 	通常、目の周りから始まる被毛の退色
•	 牛の発育不良と体調不良	
•	 牛の下痢
•	 子羊のスウェイバック	
•	 牛の突然死（「転倒病」）	
•	 過剰な銅も有毒になる可能性あり

Randox 銅

•	 +2°C	～	+8°C	環境下で	2	週間の安定	
	 性があり、試薬の無駄を最小限に抑制
•	 	凍結乾燥試薬により安定性が向上
•	 	キットに標準物質が付属しており、注文
プロセスを簡素化

•	 6.6	～	86	µmol/l	の広範な測定範囲で	
	 さまざまな種に対応可能
•	 	比色法
•	 	自動装置対応の血清キャリブレータ
•	 コントロールが利用可能

CK-NAC

クレアチンキナーゼ（CK）は、主に心臓、骨
格筋、脳組織に存在します。これらの筋肉
が損傷を受けると、CKが組織から血液中
に漏れ出します。CK-NAC検査は獣医業界
で動物の脳、筋肉、心臓の組織損傷を特
定するために使用されています。

CKは「漏出酵素」とみなされ、手術、注射、
発作などの外傷によって筋肉が損傷する
と急激に上昇します。通常、血清CK値は外
傷後2～3日以内に低下しますが、時間の
経過とともに軽度から中等度のCK活性の
上昇が確認される場合には、進行中の傷
害または疾患を示す可能性があります。

RANDOX CK-NAC
•	 UV法
•	 液体試薬および凍結乾燥試薬が利用	
	 可能
•	 +2	～	+8°C	環境下で保存すると有効期	
	 限まで製品状態が安定
•	 19.4	～	2886	U/lの広い測定範囲
•	 コントロールとキャリブレーターが利	
	 用可能

「小型動物
に関連」

「組織の損
傷を特定」

「問題の早期発
見が可能」
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その他の試薬

クレアチニン

クレアチニンは、正常な筋肉代謝の際に
生成される副産物です。クレアチニンは腎
臓によって体外に除去されるため、クレア
チニンレベルの上昇は腎機能障害または
腎疾患を示します。クレアチニンは一般的
に腎機能障害の様々な症状を診るために
検査されます。重篤な病気の兆候は、すで
に腎機能の	75%	が失われている場合に
のみ現れるため、腎臓の問題は早期に発
見することが重要です。

Randox クレアチニン
•	 Jaffe	および	Enzymatic	UV	メソッドが	
	 利用可能
•	 	即時使用可能な液体試薬(酵素凍結乾
燥品も利用可能)

•	 	2.46	～	754	mg/dl	(JAFFE)	および	
13.5	～	2505	μmol/l	の広い測定範囲

•	 一部キットに標準物質付属
•	 コントロールとキャリブレータが利用	
	 可能

フルクトサミン
血清フルクトサミンは、グルコースがタン
パク質分子に結合することで形成される
ため、グルコースレベルが上昇するとフル
クトサミンレベルも上昇します。フルクトサ
ミンレベルは21日間の平均グルコース濃
度を反映すします。フルクトサミン検査は、
インスリン治療の有効性、飼い主のコンプ
ライアンス、長期的な糖尿病コントロール
の評価に加え、糖尿病確定評価の指標と
なります。

糖尿病は一般的に犬や猫が罹患します。
この場合、糖尿病の診断に血糖検査を用
いると誤解を招く可能性があります。これ
は、特にストレス誘発性高血糖になりやす
い猫において、血糖値上昇の原因となるス
トレスなどが影響し、発生します。

Randox フルクトサミン
•	 従来のNBTベースのメソッドよりも特	
	 異性と信頼性が向上した酵素メソッド
•	 即時使用可能な液体試薬
•	 +2	～	+8°C	環境下で保存した場合有効	
	 期限まで安定
•	 広い測定範囲	8.12-1803	µmol/l
•	 コントロールとキャリブレータが利用	
	 可能

γ-グルタミルトランスフェラーゼ
γ-GTは、主に肝臓、腎臓、膵臓など多くの
臓器の体内組織に存在する酵素です。血
清GGTの主な供給源は肝臓であり、そのた
めGGTはウシ、牛、羊、ヤギの肝胆道系疾
患、犬や猫の胆汁うっ滞や胆管過形成の
重要なマーカーとなります。

Randox γ-GT
•	 比色法
•	 液体試薬および凍結乾燥試薬が利用	
	 可能
•	 +2	～	+8°C	環境下で保存した場合有効	
	 期限まで安定
•	 広い測定範囲	7.60-1285	U/L
•	 コントロールとキャリブレータが利用	
	 可能

「早期発見
が鍵」

「重要マ
ーカー」

「確認評価マ
ーカー」
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総蛋白
総蛋白は、血液中の蛋白レベル全体を測
定し、肝臓、腎臓、感染症に関する情報に
加えて、水分補給の状態を示します。レベ
ルの上昇は、脱水、感染症、がん、慢性炎
症、新生物、パラ蛋白血症、自己免疫疾患
を示します。レベルの低下は、栄養不良、
消化器疾患、炎症性腸疾患、蛋白喪失性
腸症、出血、肝疾患、腎機能低下、うっ血性
心不全を示します。このテストはほとんど
の動物、特に脱水症状やウイルス感染が
一般的に見られる犬、猫、馬に有効です。

Randox総蛋白
•	 ビウレット法
•	 	即時使用可能な液体試薬
•	 +2	～	+8°C	環境下で保存した場合有効	
	 期限まで安定
•	 	広い測定範囲	5	～	150	g/l
•	 一部キットに標準物質付属
•	 コントロールとキャリブレータが利用	
	 可

尿酸
尿酸は、プリン体（食物に含まれる有機化
合物）を体内で分解する際に生じる代謝
副産物です。通常は腎臓でろ過されます
が、腎機能が低下したり尿酸が過剰に生
成されたりすると、尿酸値が上昇すること
があります。尿酸値が高くなると、尿石症（
尿路結石）、腎結石、痛風（関節内に固形
結晶が形成されることによって起こる関
節の炎症）を引き起こす可能性がありま
す。尿酸検査は、これらの疾患のいずれか
が疑われる場合に実施されます。	

この検査は、遺伝子異常により尿酸結石
になりやすいダルメシアンに特に関係し
ます。また、この遺伝子異常は、程度は低
いものの、イングリッシュ・ブルドッグにも
あてはまります。尿酸塩結石によく罹患す
るその他の犬種としては、ヨークシャー・
テリアやブラック・ロシアン・テリアが該当
します。	

Randox 尿酸
•	 酵素比色法
•	 液体試薬および凍結乾燥試薬が利用	
	 可能
•	 	未開封で光を避けて保存した場合、使
用期限まで安定

•	 広い測定範囲	
•	 20.8-1375	μmol/l
•	 一部キットに標準物質付属
•	 コントロールとキャリブレータが利用	
	 可能

「多くの動
物に有効」

「特定の犬種
に関係あり」
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ACUSERA

Randoxは、真の第三者機関精度管理ソ
リューションを提供する大手メーカーの
一つです。Randoxの高信頼性かつ高精
度管理は、お客様の機器の性能を正確
に評価し、精度の高い結果を保証しま
す。RandoxのAcuseraシリーズは、動物
病院での使用に最適です。Acuseraを使
用することで、以下のようなメリットが得
られます：

•	 効率的な統合とコスト削減を可能に	
	 するマルチ分析コントロール
•	 お客様のニーズに合わせたウシおよ	
	 びヒトベースのコントロール
•	 		測定済みまたは未測定コントロール
のオプション

•	 すべての臨床範囲をカバーするコン	
	 トロール
•	 幅広い動物用分析装置での使用に	
	 適格
•	 キャリブレータも利用可能

RIQAS

134カ国、65,000人以上の参加者を擁す
るRIQASは、世界最大の国際EQAスキー
ムであり、多くの動物検査施設が結果の
精度と信頼性を確保するためにこのスキ
ームを採用しています。各プログラムは、
幅広い濃度、頻繁なレポート、包括的であ
りながら使いやすいレポートの恩恵を受
けています。	
「内部手続きに加えて、外部検査機関ま
たはサンプルを参照した精度保証を定
期的に実施し、結果を文書化する必要が
ある。」
-	現在の	RCVS	実践標準スキームより

ACUSERA 24•7

Acusera	24-7は、Acuseraシリーズの真
の第三者製コントロールと互換性がある
ように設計されています。このソフトウェ
アは、QCデータのモニタリングと解釈を
支援するために作成され、QCマルチルー
ル、インタラクティブチャート、リアルタイ
ムのピアグループデータ、およびパフォー
マンスの低い検査を一目で強調表示する
独自のダッシュボードインターフェースへ
のアクセスを提供します。Acusera	24-7
を動物用ラボに採用することで、ラボ業
務の効率を高め、規制要件を満たし、最
終的に分析品質を向上させることがで
きます。

精度管理
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「内部手続きに加え
て、外部検査機関また
はサンプルを参照した
精度保証を定期的に
実施し、結果を文書化
する必要がある。」
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RXシリーズ
RX MISANO

フローセルまたはキュベットモードの半自動臨床化学分析装置です。RX	misanoは340～700nmの9波長を標
準装備しています。大型7インチタッチスクリーンモニターは手袋を着用していても反応し、ユーザーは装置の
検査画面を簡単にナビゲートすることができます。USBポートはRandox定義の検査メニューのインポート、患
者、QC、キャリブレーション結果のエクスポートを可能にします。	

RX MONACO	
	
340～800nmの12波長、毎時170回のスループットを持つ完全自動のランダムアクセス臨床化学分析装置で
す。Windows®	ベースのソフトウェアと	STAT	サンプリングを標準装備したベンチトップまたはフロアスタンディ
ング	モデルとして利用できます。RX	monacoの低スループットは、中小規模の研究所にコスト効率の良い分析
力と高品質の検査力を提供します。

RX DAYTONA+	
	
完全自動化、ランダムアクセス、ベンチトップ型臨床化学分析装置で、1時間当たり270件の光度測定スループ
ットを持ち、オプションのISEユニットを使用すると450件まで増加させることが可能です。340～800nmの12波
長で、RX	daytona+は液面、凝固物、クラッシュを検出します。ソフトウェアはWindowsベースで、STATサンプリ
ングは緊急ロードポート経由で利用できます。RX	daytona+は中規模の研究所での使用に優れています。

RX IMOLA	
	
完全自動化、ランダムアクセス、ベンチトップ型臨床化学分析装置で、測光スループットは毎時400件、ISEを含
めると560件まで増加させることが可能です。340～800nmの12波長で、RX	imolaは液面、凝固物、クラッシュ、
気泡検出が可能です。ソフトウェアはWindowsベースで、STATサンプリングは緊急ローディング・ポートから行
えます。RX	imolaは中規模研究室を対象に効率性を提供します。

RX MODENA 
	
全自動、ランダムアクセス、床置き型の臨床化学分析装置で、測光スループットは毎時800件、ISEを含めると
1200件まで増加させることが可能です。340～800nmの13波長で、液面、凝固、クラッシュ検出により、正確な
結果の入手が可能です。オペレーティングシステムは、最新のタッチスクリーンインターフェースとWindows®
アイコンベースのソフトウェアを利用しています。
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Height:	16cm

De
pth
:	2
5c
m

Width:	20cm

厩舎側のデバイス
軽量で持ち運びに便利で、必要なときに必要な場所で結果を得ること
ができます。

使いやすい   
テストプロセス全体を通してオペレーターをガイドするの直感的なユー
ザーインターフェイス。

全血サンプル 
数滴の全血が必要で、ポイントオブケア検査に最適化します。

結果はエクスポートするのができます 
結果は	Bluetooth	接続経由でエクスポートできます、健康状態を長期
にわたって監視するのに最適です。

定量的な結果  
全身性感染症と怪我をすると炎症を区別するのに正確な結果を得るこ
とができる。

VERASTAT-V - HORSE HEALTH IN STABLE HANDS

VeraSTAT-V	は、Randoxの動物用製品ポートフォリオの新製品です。このデバイスを使うと、6分以内に炎症の最も初期症
状を検出できるようになります。

VeraSTAT-V	デバイスは馬の血液中の血清アミロイド	A	の定量的レベルを測定できます、厩舎で便利に全身感染と怪我を
すると炎症を区別できる

血清アミロイド A : 貴重な炎症マーカー	
血清アミロイド	A	(SAA)	は、傷害や感染時に最も早く上昇するのバイオマーカーであります、感染の早期発見や治療に対す
る反応のモニタリングに不可欠です。	

6分で結果を得ることができる 
結果を瞬時にすることができますから、サンプルをラボに送るの遅延が
ありません。

Proud	sponsor	of	the
Randox	Grand	National
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2007,	76:	519-524.	(Glutathione	
Peroxidase)

•	 Fathi,	E.,	et	al.	Application	of	acute	
phase	proteins	as	indicators	of	
ketosis	and	their	relation	to	energy	
metabolites	in	post-calving	dairy	
cows.	IJRSR.	2013,	4(6):	842-845.	
(NEFA)

•	 Tanha,	T.,	et	al.	Effects	of	glutamine	
on	oxidative	stress	and	immune	
response	and	acute	phase	proteins	
in	prepartum	in	Holstein	dry	cows.	
Res.	J.	Biol.	Sci.	2011,	6(4):	158-163.	
(TAS)
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superoxide	dismutase	activity	in	
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(Superoxide	Dismutase)
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こちらは全てのリストをカバーしているわけではございません。詳細は reagents@randox.com までお問い合わせください。

キー

ALT

胆汁酸

犬CRP

CK-NAC

クレアチニン

D-3 ヒドロキシ酪酸

Γ-GT

グルタチオンペルオキシダーゼ

NEFA

スーパーオキシドジスムターゼ

TAS

総蛋白

尿酸
参考文献はこちらもご覧いただけます：

•	 子羊

•	 雌羊

•	 羊

•	 ホッキョクギツネ

•	 コンゴウインコ

•	 ネコ科の動物

•	 爬虫類

•	 ハムスター

•	 モルモット

•	 雌豚

•	 ラクダ

•	 ニワトリ
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注文情報
概要 測定方法 サイズ CATコード

アラニンアミノトランスフェラ
ーゼ（ALT） UV	(IFCC) R1	6	x	56ml,		

R2	6	x	20ml AL8006

アラニンアミノトランスフェラ
ーゼ（ALT） UV	(IFCC) 10	x	10ml AL1205

アラニンアミノトランスフェラ
ーゼ（ALT） UV	(IFCC) R1	6	x	51ml,	

	R2	6	x	14ml  (S) AL3801

アラニンアミノトランスフェラ
ーゼ（ALT） UV	(Modified	IFCC) R1	4	x	20ml,		

R2	4	x	7ml (S) AL8304

胆汁酸 比色法 R1	6	x	50ml,		
R2	6	x	18ml (S) BI7982

胆汁酸 比色法 R1	2	x	18ml,		
R2	2	x	8ml	 (S) BI3863

胆汁酸 	酵素比色法 R1	2	x	17.7ml,		
R2	2	x	8.9ml BI8150

犬CRP 免疫比濁法 R1	2	x	18.1ml,		
R2	2	x	5ml (C) (S) CP10389

CK-NAC UV	(DGKC) 20	x	2.5ml	 CK110

CK-NAC UV	(DGKC) R1	4	x	20ml,		
R2	4	x	7ml	 (S) CK8313

CK-NAC UV	(IFCC) R1	4	x	16.5ml,		
R2	4	x	6.2ml (S) CK3892

CK-NAC UV	(DGKC) R1	4	x	20ml,		
R2	4	x	6ml CK3812

銅 比色法 R1	5	x	20ml,	R2	1	x	30ml	(S) CU2340

クレアチニン 酵素法 R1	4	x	50ml	(s),	R2	4	x	20ml CR2337

クレアチニン 酵素法 R1	4	x	50ml,	R2	4	x	10ml	(S) CR2336



概要 測定方法 サイズ CATコード

クレアチニン 酵素法 R1	4	x	65ml,	R2	4	x	32.3ml	S CR8122

クレアチニン 酵素法 R1	4	x	20ml,	R2	4	x	9.5ml	S CR8317

クレアチニン 酵素法 R1	4	X	50ml,	R2	4	X	19.5ml	S CR4037

クレアチニン 酵素法 R1	6	x	68ml,	R2	6	x	20ml CR8022

クレアチニン 酵素法	 R1	4	x	65ml,	R2	4	x	32.3ml CR8122

クレアチニン Jaffe 1	X	200ml	(S) CR510

クレアチニン Jaffe R1	4	x	20ml,	R2	4	x	7ml CR8316

クレアチニン Jaffe R1	6	x	51ml,	R2	3	x	28ml CR3814

D-3ヒドロキシ酪酸 酵素法 10	x	10ml	(S) RB1007

D-3ヒドロキシ酪酸 酵素法 10	x	50ml	(S) RB1008

D-3ヒドロキシ酪酸 UV R1	2	x	20ml,		
R2	2	x	5.8ml	(S)

RB4067

D-3ヒドロキシ酪酸 UV R1	2	x	20ml,		
R2	2	x	6.1ml	(S) RB8378

フルクトサミン 酵素法 R1	5	x	25ml,		
R2	5	x	6.3ml	(S) FR3133

フルクトサミン 酵素法 R1	4	x	19.8ml,		
R2	4	x	6.9ml	(S) FR4030
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概要 測定方法 サイズ CATコード

γ	-	GT 比色法 6	x	21ml	(S) GT3874

γ	-	GT 比色法 R1	7	x	20ml,		
R2	7	x	8ml GT8146

γ	-	GT 比色法 R1	4	x	20ml,		
R2	4	x	7ml	(S) GT8320

γ	-	GT 比色法 R1	6	x	51ml,		
R2	6	x	14ml	(S) GT3817

グルタチオンペルオキシダ
ーゼ	 酵素法 8	x	6.5ml RS504

グルタチオンペルオキシダ
ーゼ	 酵素法 8	x	10ml RS505

NEFA 比色法 R1	3	x	10ml,		
R2	3	x	20ml	(C) FA115

スーパーオキシドジスムタ
ーゼ 比色法 5	x	20ml	(S) SD125

TAS 比色法 5	x	10ml	(S) NX2332

総蛋白 ビウレット法 9	x	51ml	(S) TP3869

総蛋白 ビウレット法 R1	4	x	20ml,		
R2	4	x	17ml	(S) TP8336

総蛋白 ビウレット法 R1	4	x	51ml,		
R2	4	x	44ml	(S) TP4001

総蛋白 ビウレット法 R1	4	x	68ml,		
R2	4	x	68ml TP8066

尿酸 	酵素比色法 6	x	15ml	(S) UA230

尿酸 	酵素比色法 9	x	51ml	(S) UA3870

尿酸 酵素法 R1	4	x	20ml,		
R2	4	x	7ml	(S) UA8333

尿酸 	酵素比色法 R1	6	x	51ml,		
R2	4	x	20ml	(S) UA3824
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お見積もり、お問い合わせは reagents@randox.com までご連絡ください。
ご注文は order.entry@randox.com までご連絡ください。

キー

S	 液体オプションであることを示します  

(C)  キットにキャリブレータが含まれることを示します  

(S)  キットに標準物質が含まれることを示し、手動および半
  自動装置での使用のみを目的としています
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RANDOX - グローバル診断ソリューション プロバイダー

Randoxは35年以上にわたり、革新的な診断ソリューションを世界中の研究所に提供してきました。弊社の経験と専
門知識により、信頼性が高く迅速な診断を提供する高品質な診断ツールの主要製品ポートフォリオを作成すること
ができます。私たちは、研究室に最適なツールを提供することで、世界中の医療をより良くできると信じています。

内部精度管理

Acuseraの第三者機関精度管理は、ヒト由来の最高品質の材料を使用して製造されており、
実際の患者サンプルと同じ反応をすることが保証されています。Acuseraの製品群には390
以上の分析物があり、コストと時間を節約しながら、必要なコントロール数を独自に減らす
ことができます。弊社の製品ラインナップには、臨床化学、免疫測定、尿、免疫学などが含ま
れます。Qnostics社の感染症検査用分子コントロールは、検査プロセス全体を効果的にモ
ニタリングしながら、今日の分子診断ラボの需要を満たすように設計されています。弊社の
全病原体分子コントロールは、数百もの特徴的なウイルス、細菌、真菌ターゲットから構成
されています。

外部精度評価

RIQASは、世界で65,000人以上が参加する世界最大の国際EQAスキームです。33の包括的
かつ柔軟なプログラムは、化学、免疫測定、心臓、尿、血清学などを含む幅広い臨床診断検
査をカバーしています。弊社のプログラムは、幅広い濃度範囲、頻度の高いレポート、迅速な
フィードバック、ユーザーフレンドリーなレポートを特長としています。分子感染症	 EQA	 プロ
グラムの	 QCMD	 シリーズは、全病原体をマトリックスとし、患者サンプルの正確な分析を保
証します。血液媒介ウイルス、呼吸器疾患、多病原性感染症など、90以上のプログラムにアク
セスすることができ、あらゆる研究所に対応可能です。

EVIDENCE SERIES

2002	 年、Randoxは高感度化学発光検出と組み合わせた特異性の高いテストを提供する世
界初のバイオチップ	アレイ	テクノロジーを発明し、定量的な結果を即座に提供できるように
したことで、診断検査の状況を一変させました。Randox	 Evidenceシリーズの多項目免疫測
定装置は、心臓、糖尿病、乱用薬物、代謝、腎臓マーカーを含む高度な臨床および毒物学免
疫測定検査メニューにより、様々な疾患領域において診断、予後予測ソリューションを提供
し、サンプルあたりの患者情報の比類ない増加を実現します。

RX SERIES

品質と信頼性で定評のあるRXシリーズは、堅牢なハードウェアと直感的に使いやすいソフト
ウェアに、ルーティン化学検査、特異的タンパク質、脂質、治療薬、乱用薬、抗酸化物質、糖尿
病検査など、高品質な試薬を豊富に取り揃えた世界をリードするRXシリーズのテストメニュ
ーを組み合わせています。RXシリーズは、日常的な検査と特殊検査を1つのプラットフォーム
に統合することで、実質的なコスト削減を保証し、比類のない精度と正確さで信頼できる結
果を提供し、卓越した患者ケアを実現します。
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テクニカルサポートに関する問い合わせ：
technical.services@randox.com

本社
Randox	Laboratories	Ltd,	55	Diamond	Road,	Crumlin,	County	Antrim,	BT29	4QY,	United	Kingdom	

		+44	(0)	28	9442	2413					 		reagents@randox.com					 		randox.com

当社の製品およびサービスの詳細については、お問い合わせください。

PORTUGAL
Irlandox	Laboratorios	Quimica	Analitica	Ltda

Tel:	+351	22	589	8320

PUERTO RICO
Clinical	Diagnostics	of	Puerto	Rico,	LLC

Tel:	+1	787	701	7000

POLAND
Randox	Laboratories	Polska	Sp.	z	o.o.	

Tel:	+48	22	862	1080

ITALY
Randox	Laboratories	Ltd.
Tel:	+39	06	9896	8954

INDIA
Randox	Laboratories	India	Pvt	Ltd.

Tel:	+91	80	2802	5000

HONG KONG
Randox	Laboratories	Hong	Kong	Limited

Tel:	+852	3595	0515

SLOVAKIA
Randox	S.R.O.

Tel:	+421	2	6381	3324

SOUTH AFRICA
Randox	Laboratories	SA	(Pty)	Ltd.

Tel:	+27	(0)	11	312	3590

REPUBLIC OF IRELAND
Randox	Teoranta
Tel:	+353	7495	22600

FRANCE
Laboratoires	Randox
Tel:	+33	(0)	130	18	96	80

GERMANY
Randox	Laboratories	GmbH
Tel:	+49	(0)	215	1937	0611

CZECH REPUBLIC
Randox	Laboratories	S.R.O.
Tel:	+420	2	1115	1661

BRAZIL
Randox	Brasil	Ltda.
Tel:	+55	11	5181-2024

CHINA
Randox	Laboratories	Ltd.
Tel:	+86	021	6288	6240

AUSTRALIA
Randox	(Australia)	Pty	Ltd.
Tel:	+61	(0)	2	9615	4640

SPAIN
Laboratorios	Randox	S.L.
Tel:	+34	93	475	09	64

SWITZERLAND
Randox	Laboratories	Ltd.	(Switzerland)

Tel:	+41	41	810	48	89

SOUTH KOREA
Randox	Korea

Tel:	+82	(0)	31	478	3121

USA
Randox	Laboratories-US,	Ltd.

Tel:	+1	304	728	2890

VIETNAM
Randox	Laboratories	Ltd.	Vietnam

Tel:	+84	(0)	8	3911	0904

UAE
Randox	Medical		Equipments	Trading	LLC

Tel:	+971	55	474	9075

インターナショナルオフィス
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